
５ 2024年（令和6年）10月31日（木曜日） （第三種郵便物認可）
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第1372号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
所
で
は
、
北
海
道
社
会
保
険
労
務
士
会
釧
根
支
部
な
ど
と
の
共
催
に
よ
る
外
国
人
材

セ
ミ
ナ
ー
『
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
と
労
務
管
理
の
留
意
点
』
を

日
（
木
）
午
後
３
時
よ

り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
社
労
士
オ
フ
ィ
ス
オ
リ
オ
ン
の

長
田
高
幸
代
表
が
講
演
し
た
。

日に行われたセミナー

　
マ
ル
経
資
金
は
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
改
善
に
必
要
な
資

金
を
商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ

り
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
無
担

保
・
無
保
証
人
、
低
金
利
で
融

資
す
る
制
度
で
す
。

　
融
資
限
度
額
２
０
０
０
万
円

（
１
日
現
在
利
率
１
・

％
）

で
、
返
済
期
間
（
う
ち
据
置
期

間
）
は
運
転
資
金
７
年
以
内
（
１

年
以
内
）
、
設
備
資
金

年
以

内
（
２
年
以
内
）
で
す
。

　
詳
し
い
融
資
条
件
な
ど
は
、

当
所
地
域
振
興
部
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

マ
ル
経
資
金
の
ご
案
内魚の胃を洗浄するリバーサーの実演

整備中の釧路西ＩＣ付近で事業概要を聞く一行

釧路貨物駅で フィートコンテナを見学する一行
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釧
路
食
料
基
地
構
想
協
議
会

（
栗
林
定
正
会
長
）
で
は
、

日
（
火
）
に
釧
路
市
内
で
視
察

研
修
会
を
開
催
し
、
会
員
な
ど

約

人
が
参
加
し
た
。

　
当
協
議
会
で
は
、
東
北
海
道

に
あ
る
酪
農
品
や
農
水
産
物
な

ど
の
豊
富
な
資
源
を
生
か
し
、

釧
路
地
域
を
食
料
供
給
基
地
と

し
て
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し

活
動
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
当
地
域
の
産
業
や

交
通
・
物
流
網
の
現
状
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
今
年
度
開
通
予
定
の
『
阿

寒
Ｉ
Ｃ
―
釧
路
西
Ｉ
Ｃ
』
の
う

ち
釧
路
西
Ｉ
Ｃ
か
ら
釧
路
空
港

Ｉ
Ｃ
ま
で
の
区
間
と
、
Ｊ
Ｒ
貨

物
の
釧
路
貨
物
駅
、
㈱
マ
ル
ア

阿
部
商
店
の
水
産
加
工
場
の
３

カ
所
を
視
察
し
た
。

　
は
じ
め
に
釧
路
西
Ｉ
Ｃ
を
訪

れ
た
一
行
は
、
釧
路
開
発
建
設

部
釧
路
道
路
事
務
所
の
太
田
和

彦
副
所
長
よ
り
事
業
概
要
や
開

通
後
の
札
幌
―
釧
路
間
に
お
け

る
時
間
短
縮
効
果
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
釧
路

空
港
Ｉ
Ｃ
ま
で

の
区
間
を
バ
ス

で
走
行
し
た
。

　
続
い
て
、
㈱

マ
ル
ア
阿
部
商

店
で
は
阿
部
英

晃
代
表
取
締
役

社
長
ら
の
案
内

の
も
と
、
機
械

や
人
の
手
に
よ

る
鮭
・
ホ
タ
テ

の
下
処
理
、
サ

イ
ズ
の
選
別
、

箱
詰
め
作
業
な

ど
の
現
場
を
見

て
回
っ
た
。

　
最
後
に
視
察
し
た
釧
路
貨
物

駅
で
は
、
丸
山
顕
Ｊ
Ｒ
貨
物
道

東
支
店
長
と
江
口
輝
芳
同
社
駅

長
よ
り
駅
の
概
況
の
ほ
か
、
道

東
は
発
送
貨
物
に
比
べ
て
、
到

着
貨
物
の
少
な
さ
が
課
題
で
あ

る
と
鉄
道
貨
物
輸
送
の
現
状
を

解
説
。
そ
の
後
、
一
行
は
ト
ラ

ッ
ク
か
ら
の
荷
降
ろ
し
作
業
の

様
子
や

フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ

を
見
学
し
た
。

　
釧
路
開
発
建
設
部
、
釧
路
総

合
振
興
局
、
根
室
振
興
局
の
主

催
に
よ
る
、
第
９
期
北
海
道
総

合
開
発
計
画
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ

ン
ト
『
輝
く
釧
根
の
未
来
を
目

指
し
て
』
が

月

日
（
火
）

午
後
２
時

分
か
ら
釧
路
市
観

光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
同

計
画
や
北
海
道
総
合
計
画
の
紹

介
、
北
海
道
文
教
大
学
地
域
創

造
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
小
磯
修

二
氏
に
よ
る
基
調
講
演
の
ほ
か

『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
が
導
く

釧
根
の
未
来
に
つ
い
て
』
を
テ

ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　
入
場
無
料
で
定
員
は
３
０
０

名
。
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
釧
路
開

発
建
設
部
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
ま
た

は
同
地
域
連
携
課
０
１
５
４

（

）
７
３
９
５
ま
で
。

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
開
催

第
９
期
道
総
合
開
発
計
画

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
北
海
道

に
お
け
る
外
国
人
雇
用
の
実
情

や
雇
用
に
関
わ
る
在
留
資
格
、

募
集
か
ら
退
職
ま
で
の
労
務
管

理
、
今
後
技
能
実
習
制
度
に
代

わ
っ
て
導
入
さ
れ
る
『
育
成
就

労
制
度
』
な
ど
に
つ
い
て
最
新

動
向
を
交
え
て
解
説
し
た
。

　
は
じ
め
に
長
田
氏
は
外
国
人

労
働
者
に
関
す
る
在
留
資
格
に

触
れ
、
そ
の
中
で
も
釧
根
地
区

に
お
い
て
保
有
割
合
が
高
い
技

能
実
習
と
特
定
技
能
の
相
違
点

を
解
説
。
募
集
方
法
の
部
分
で

は
、
技
能
実
習
は
監
理
団
体
の

斡
旋
で
行
わ
れ
る
『
団
体
管
理

型
』
が
全
体
の

％
を
占
め
て

い
る
た
め
斡
旋
元
の
選
定
が
重

要
と
強
調
し
、
特
定
技
能
は
人

材
紹
介
会
社
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
の
求
人
が
必
要
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
求
人
票
を
作
成
す
る

際
に
は
、
職
務
内
容
や
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
が
明
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
特
定
技
能
に
必
要
な
資

格
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

記
載
し
、
外
国
人
労
働
者
の
受

け
入
れ
環
境
の
整
っ
て
い
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
選

ば
れ
る
た
め
に
有
効
と
述
べ

た
。

　
続
い
て
、
採
用
後
の
対
応
と

し
て
書
類
の
漢
字
へ
の
ふ
り
が

な
記
載
や
、
相
手
を
理
解
す
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
日
常
的
な
配
慮
が
必
要
で

あ
る
と
説
明
。

　
他
に
も
、
労
働
災
害
の
防
止

対
策
と
し
て
、
と
り
わ
け
労
災

事
例
の
多
い
製
造
業
や
建
設
業

で
は
動
画
、
写
真
、
図
を
多
用

し
た
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
、
危
険
を
知
ら
せ
る
言
葉
を

早
い
段
階
で
共
有
す
る
な
ど
の

対
応
が
重
要
と
強
調
し
た
。

　
ま
た
、
育
成
就
労
制
度
に
つ

い
て
は
、
現
行
制
度
で
は
原
則

不
可
と
さ
れ
て
い
た
実
習
期
間

中
の
企
業
の
転
籍
が
一
定
の
条

件
を
満
た
す
こ
と
で
本
人
の
意

思
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
こ
と

な
ど
を
説
明
。
外
国
人
労
働
者

へ
の
待
遇
や
環
境
を
よ
り
良
い

も
の
に
す
る
こ
と
が
安
定
し
た

継
続
雇
用
の
維
持
に
つ
な
が
る

と
述
べ
た
。

　
最
後
に
長
田
氏
は
「
技
能
実

習
を
経
験
し
て
一
時
帰
国
し
た

外
国
人
の
２
割
以
上
が
特
定
技

能
や
技
能
実
習
３
号
と
し
て
日

本
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
人
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

こ
と
が
大
切
」
と
助
言
し
た
。

　
当
所
が
受
託
し
て
い
る
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
『
ベ
ト
ナ
ム
国
水
産
都

市
ダ
ナ
ン
を
け
ん
引
す
る
人
材

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
市
で
水
産

業
の
基
盤
と
な
る
専
門
的
知
識

や
技
術
を
有
す
る
人
・
企
業
が

育
成
さ
れ
る
環
境
整
備
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
本
事
業
は
本
年
３
月
か
ら
３

か
年
で
行
わ
れ
、
今
回
は
当
所

と
（
公
財
）
釧
路
根
室
圏
産
業

技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
、
釧
路
の

水
産
関
連
機
械
メ
ー
カ
ー
の
㈱

ナ
イ
ネ
ン
キ
、
㈲
エ
ス
テ
ィ
テ

ク
ノ
ス
、
㈱
昭
和
冷
凍
プ
ラ
ン

ト
、
㈱
リ
バ
ー
サ
ー
が
現
地
を

訪
れ
、

日
か
ら

日
ま
で
の

日
程
で
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
を
実

施
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
『
水
産
関
連

機
械
の
技
術
開
発
の
リ
ア
ル
』

を
テ
ー
マ
に
各
社
が
課
題
解
決

の
た
め
に
開
発
し
た
製
品
な
ど

に
つ
い
て
事
例
を
交
え
説
明

し
、
研
修
生
は
水
産
業
を
支
え

る
技
術
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。

　

日
か
ら
は
研
修
生
が
所
属

す
る
企
業
や
団
体
を
訪
問
し
、

課
題
の
現
状
分
析
と
個
別
相
談

に
対
応
。
ト
ク
ア
ン
漁
港
で
は
、

過
去
に
納
品
し
た
殺
菌
装
置
の

現
状
確
認
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
指

導
を
し
た
ほ
か
、
水
産
加
工
場

で
は
魚
の
胃
を
洗
浄
す
る
こ
と

で
鮮
度
保
持
効
果
を
高
め
る
リ

バ
ー
サ
ー
を
実
演
し
た
。

　
さ
ら
に
一
行
は
、
現
地
の
大

学
生
が
日
本
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
参
加
す
る
際
に
仲
介
を

行
う
Ｑ
Ｋ
社
を
訪
問
。

　
Ｑ
Ｋ
社
で
は
、
円
安
の
影
響

で
賃
金
が
ピ
ー
ク
時
の
約
２
／

３
に
目
減
り
し
、
日
本
を
選
択

す
る
技
能
実
習
生
が
激
減
し
て

い
る
中
、
卒
業
後
の
雇
用
に
つ

な
が
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

希
望
す
る
大
学
生
に
注
目
し
て

い
る
と
説
明
を
受
け
た
。

　
続
い
て
訪
れ
た
ダ
ナ
ン
技
術

師
範
大
学
で
は
、
フ
ン
学
長
が

「
今
後
は
大
学
の
一
部
を
外
国

企
業
の
オ
フ
ィ
ス
に
開
放
す
る

計
画
が
あ
り
積
極
的
に
連
携
し

た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。


